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香港粤語における声調レンジに関する研究

西　田　文　信

１．はじめに

粤語とは中華人民共和国広州市及び香港特別行政区両都市の口語を標準とす
る漢語の一方言のことであり所謂広東語を指す（1）。香港粤語は1990年代初頭に
ある程度均一化が図られたものの（2）、1997年の中国返還以降中国語の標準語た
る普通話が普及してきていることで大いに変容を遂げているのも事実である。
筆者は多言語社会香港における粤語の言語実態を特に現代における言語使用の
動態を中心に、多面的且つ包括的に記述することを目的とした調査を行ってき
ている。具体的には、1990年代初頭に筆者自身が収集した音声に関するデータ
を話者の属性毎の音声変異と新たな音素の出現に着目して最新データと比較・
分析し、普通話及び英語との言語接触・借用等、言語動態論的視座に立脚した
分析を施し香港粤語の言語実態をミクロレベルでの言語使用の側面から考察を
してきている（3）。
本稿では、香港粤語話者の口語資料に見られる声調レンジ（ピッチレンジの
幅、即ち声調の高低の音域差）を分析しその結果を考察するものである。声調
レンジは発話者の属性に関しての情報を有しているか否かを明らかにすること
が本稿の目標である。

２．先行研究

声調レンジとは音域や音高の幅を指し、基本周波数（f0）の発話単位当たり
の上限と下限の幅のことである。抑揚などの発話の韻律的特徴を考察する際に
用いられる。
声調レンジには変異が見られることは以前から指摘されているが、音韻論的
構造特に音節構造の制約により、ピッチレンジは語彙的にもイントネーション

［調査報告］
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的にも制限された形で実現されると一般的に認識されている（Ward and 

Hirschberg 1985, Pierrehumbert and Hirschberg 1990, Ladd 1996）。
言語音における声調レンジの幅に関する研究は Grieser & Khul （1988）を嚆
矢として Fernald et al. （1989）以降少数ながら調査結果が報告されている。こ
れらの研究は中国語やタイ語などの声調言語は英語をはじめとする非声調言語
より声調レンジの幅が小さいとしている。高低アクセント言語の代表ともいえ
る日本語もピッチの変異は狭いという結果が出ている（Venditti 2005）（4）。
従来の研究では、形態音韻論的要素が音程範囲の変動に影響を与えることが
示されており（Grieser and Kuhl 1988）、同様の観察が日本語でも行われた
（Fernald et al. 1989）。アクセントの配置が様々な言語的要因と言語外要因の相
互作用によって決定される英語とは対照的に、日本語のピッチアクセントは語
彙的な特性である。語彙的なピッチアクセントは様々な最小対に関与しており、
日本語の語彙的な区別に重要な役割を果たしていることを示唆している。この
ことの論理的帰結として、ピッチアクセントの高低変化の領域に制限が加わる
ことで（Venditti 2005）が、意味的な差異を生じる可能性を主張している。
中国語に関する研究である Grieser and Kuhl （1988） では、幼児との対話の際
には成人との対話と比較して声調レンジの有意な拡大が見られることが示され
ており、幼児の発話における音程とイントネーションの相互作用についての研
究が重要であると指摘している。Keating, P, and Kuo, G. （2012） は中国語を英語
における声調レンジについて考察した研究である。Chen （2007）は台湾人の成
人の発話における性差をピッチレンジに着目して考察した唯一のものである。
その他ピッチレンジに関する研究としては、英語ではピッチレンジに有意な
性差は見られないとした研究 （Henton 1989）や英語では自然発話より文字を朗
読したときの方がピッチレンジは広くなるとした研究 （Gut 2009）、などがある。

３．実験

本稿では、現代香港粤語における進行中の言語変化の事例研究の一環として、
そのピッチレンジの実態を明らかにするために、1993年及び2019年に収集した
インフォーマントの発話資料を用いて音響分析を施し声調レンジの実態を報告
する（5）。
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3．1．方法
3．1．1．被験者
本実験の被験者は４名であり（6）、それぞれの居住歴は以下のとおりである。
いずれも香港で出生し成人するまで香港で過ごしてきた香港粤語の母語話者で
あり、この世代の粤語を話すものと判断し被験者として選択した（7）。

話者		 	 性別		 	 居住歴
１）	 	 	 女	 	 	 	1971－香港九龍、1992－日本、1993－香港、1995－日本、

1997－香港九龍
２）	 	 	 女	 	 	 1973－香港島、1994－日本、1996－香港島
３）	 	 	 男	 	 	 1968－香港島、1992－日本、1994－香港島
４）	 	 	 男	 	 	 1973－香港新界、1993－日本、1994－香港新界

3．1．2．録音
東京及び香港で、SONY TC-D PROⅡと SONY ECM 44Sマイクロフォンを用
いて、上記４名から読み上げ資料を収集した。フレーム文として「我會讀 ___
俾你聽。/ŋɔ23 wui23 tuk2 ___ pei35 lei23 thɛŋ55/（「私は＿をあなたに読んで聴
かせます。」）」を用いた。下線部には以下の表中のターゲット語を用いた。最後
の二つのセットは参考のために用いた。

[ji] [si] [fu] [se] [sui] [yuen]
陰平 衣 詩 敷 些 蓑 淵
陰上 椅 史 苦 寫 水 阮
陰去 意 試 富 瀉 税 怨
陽平 兒 時 扶 蛇 誰 元
陽上 耳 市 婦 社 緒 遠
陽去 二 事 父 射 睡 願

3．1．3．音響分析
音響分析ソフトウェア Praat （version 6.1.15）を用いて声調の高低差を求める
ために各音節の基本周波数（f0）を測定した（8）。測定値から平均値と標準偏差
を求めた。

（29）
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４．結果

1993年の録音資料に基づいた各話者の標準化したピッチレンジは以下のとお
りである：話者１：17.3st、話者２：18.5st、話者３：20.4st、話者４：21.0st。
図示したものを図１に挙げる。

この図の見方を説明すると縦軸はセミトーン（st）の値を表す。セミトーン
とは半音のことで半音が12個即ち 12セミトーンで１オクターブとなる。話者１
を例にとると、全声調の一番低い値と一番高い値の差が1.44オクターブになっ
ているということを示している。話者４は1.75オクターブの声調の高低幅をもっ
ているということを示している。
同一話者による2019年の録音資料に基づいた各話者の標準化したピッチレン
ジは以下のとおりである：話者１：19.5st、話者２：20.1st、話者３：21.3st、話
者４：22.4st。図示したものを図２に挙げる。

図１：各話者の声調レンジ（1993年）

図２：各話者の声調レンジ（2019年）

（30）
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1993年及び2019年いずれも男性話者の方が女性話者より声調レンジが大きい
結果が示された。また、声調レンジの幅は1993年に比べて2019年の録音資料の
方が大きくなっているであることも示された。
次に声調レンジ実験の結果についてもう少し深く観ていく。図３、４、５に
示したのはそれぞれ1993年の録音資料における声調レンジの最小値、中央値及
び最大値である。
図３～８の見方を説明する。ひげ（棒線）の下端は最小値で最も小さいデー
タの値、箱の下端は第１四分位は下位のデータの中央値、箱の中央は中央値で
データ全体の中央値、箱の中の横線は平均値でデータ全体の平均値、箱の上端
は第３四分位で上位データの中央値、箱の上端は最大値で最も値の大きいデー
タの値を指す。これらは所謂箱ひげ図の形で示したものである。

図３：声調の最小値（1993年）

図４：声調の中央値（1993年）

（31）
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図６、７、８はそれぞれ2019年の録音資料における声調レンジの最小値、中
央値及び最大値である。

図５：声調の最大値（1993年）

図６：声調の最小値（2019年）

図７：声調の中央値（2019年）

（32）
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話者１、２を女性、話者３、４を男性としてまとめると以下のような結果が
得られる：

最小値 平均値 最大値
女性話者 81.9 93.26 104.69
男性話者 73.29 83.56 99.37

以上からわかることは、ピッチ自体は女性の方が高いが、声調レンジでは男
性の方が広いという点である。これは通言語的にみられる現象とはおも

５．小結

香港粤語におけるピッチレンジの諸相の解明のために、基本周波数（f0）音
域の実態を調査した。その結果、語彙に固有の声調レンジの幅は、性別という
言語外要因の影響によって、聞き手の発話特性の知覚に影響を与えることが示
唆された（9）。
本稿で示した結果の原因として、単音節語が多くみられる粤語も複音節化の
進行に伴い同音異義の字音ないし形態素が相対的に減少し声調の持つ機能負担
量も減少したためと解釈することもできよう（10）。
かつて粤語の授業を担当していた際、受講生にとって声調の習得で最も困難
であったのは声調の声類の区別で続いて陰陽の別であった。この現象は声調習
得の面からも考察が可能である。
今後は、自然談話資料も最大限活用し、文法的要因や音韻的要因といった言

図８：声調の最大値（2019年）

（33）
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語内要因の条件（前接／後続環境を調べる）、社会的要因（話者の性別及び社会
階層を精査する）及び発話のジャンル（講義・日常会話・独白・朗読等）も考
慮に入れて引き続きこの現象の変化の過程を解明していきたい。

注
（	1	）	粤語全般については辻 （1989a）、広東語については辻 （1989b）、西田 （2011）、濱

田 （2019）等を参照。
（	2	）	言語共同体及び個人における言語の非等質性の観点からヴァリエーションの研

究が始まり言語変化や言語接触のモデル構築となって結実したWilliam Lobov
流の社会言語学的研究の観点からの綿密な実態調査に基づいて体系的に分析す
る必要があるが、1990年代初頭に香港粤語は均一化がほぼ終了していた看て差
支えないと筆者は考える。

（	3	）	筆者は香港粤語における声調の変異研究の手始めとして1993年から1994年にか
けて当時の若年層広東語話者を対象に音声資料を収集し音声・音韻変異につい
てまとめ卒業論文として慶應義塾大学に提出した。拙稿では一部の話者進行中
の言語変化（陰上と陽上の合流）が見られることを指摘し、対象話者を10名に
した上で Nishida （1997）として発表した。将来的には、錢志安 （2013）が提唱
する「香港二十世紀中期粵語語料」を用いてより包括的な研究を行う予定であ
る。

（	4	）	対乳児発話の発話末特定の文脈においてはピッチレンジの変異（拡大）が見ら
れるという。ピッチの高低による弁別機能は日本語13.57%、英語0.47%、中国
語71.00%という研究とも関係しているかもしれない（柴田里程・柴田武，1990. 
「アクセントは同音語をどの程度弁別しうるか―日本語・英語・中国語の場合
『計量国語学』 17. 7: 1-11.」）。

（	5	）	２回とも自然談話資料も長時間にわたって録音したものがあり、本来ならばこ
れらの資料を用いてピッチレンジに係る条件を文法的要因と音韻的要因に分け
詳細に考察すべきではあるが、今回は考察の対象からは除外した。

（	6	）	被験者のご希望によりお名前の公表は差し控えるが、ご協力に対してここに謝
意を表したい。

（	7	）	またすべての話者の第二言語は英語で且つ日本語を理解する者であり、筆者の
卒業論文の調査協力者である。

（	8	）	 Praatスクリプトによりピッチの上限と下限を抽出した。基本周波数の上限から
下限を引くことによりピッチレンジの値を求めた。得られた値をセミトーンに
変換し以下の式を用いて正規化した。計算式は以下の通りである：ST=39.87*log
（Fo/50）[ST: semi tone]。

（	9	）	当初は香港在住粤語話者の読み上げ資料に見られる声調レンジの変異を分析し、
それを1993年と2019年で如何に変化があったか／なかったかに関する考察を行
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う予定であったが、これに関しては別稿にて論じる。
（10）	機能負担量については2019年２月12日に早稲田大学中国語学研究班（於松聲閣）

にて私見を述べた。
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